
メンター制度をご利用ください。 
ライフイベント（子育てや介護など）やキャ

リア形成について、経験豊かな本学の先輩から
具体的な助言を受けることができる制度です。
メンター制度専用窓口までお気軽 
にご連絡ください。 
menta-danjo@j.kobegakuin.ac.jp 

 
 
 
 

お父ちゃんの子育てばなし     

 
子育てと言っても、ずいぶん昔の話で、思い

出すのは、散髪して赤ちゃんホームに迎えに行
ったら知らない人が迎えに来たと思って泣いた
とか、園外保育の日を忘れていて、後から弁当
を作って公園に届けたというような断片的記憶
とか、長女は泣いてても抱っこしてると寝るの
に、次女は吐くまで泣くとか、あと、長女は小
学 2 年の終わりにお父ちゃんとの入浴を拒否、
次女は 4 年の終わりに協議の上でやめとか、そ
んなとこですね。 
それで、今振り返って、子育て中のお父ちゃ

んたちに伝えたいのは、子供の成長にしたがっ
て自分のことは自分で決めさせるようにするこ
とですね。最終的には「助言すれども指示せ
ず」です。最後の指示は大学入学時に「家から
出て一人暮らしをすること」でした。卒後の進
路も「自分の人生は自分で決めてください」「興
味を持てる仕事をするのがよいと思う」とだけ
言っときました。いまは二人とも自分のやりた
い仕事で、機嫌よく働いています。 

（経済学部教授 竹治 康公） 

学長カフェを 9 月 2 日に開催しました 

教職員あわせて 17 人の参加がありました。昨

年度いただいたご意見により、今年度から年２回

の実施、1時間 15分での開催となり、働き方改革

のための業務整理や研究環境整備に至るまで、多

様なテーマを掘り下げて話すことができました。

特に話題となったのは、オンラインを活用した在

宅ワーク・授業の次年度以降の展開です。在宅で

使用できる PC の充実や、オンライン補講や反転

授業などの提案がありました。学長からは、「し

っかりルールづけをするとともに、この 2年の間

に蓄積された各部署・各学部 

でのオンライン利用の知恵を 

積極的に生かしていきたい」 

との言葉がありました。 
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     男女共同参画ニュース 第 33 号 

連載 
第12回 

オンライン・ランチタイムミーティングを開催しま
す〜10 月 18 日（月）11:55-13:35〜 
 ランチタイムの時間に、オンラインでつなが
っておしゃべりしませんか。zoom のほかに、D
号館１階会議室＠KPC1 でもご参加いただけま
す。出入り自由です。お気軽にご連絡くださ
い。「当日は参加できないけれど、シェアしてお
きたい」と思うことがあれば、下記のフォーム
までお寄せください。
https://forms.office.com/r/0G7CiBwsma 

 

神戸学院大学 男女共同参画推進室 
住 所 神戸市中央区港島 1 丁目 1番地 3           
電 話 078-974-1551（代表）内線 84453 

078-571-0927（直通） 
メール danjokyodo@j.kobegakuin.ac.jp 

神戸市受託事業：オンライン市民公開講座「男女
の活躍と働き方改革セミナー」参加者募集～10
月 22 日～ 
「女性活躍」や「働き方改革」の時代の企業の

取り組みについて、「こうべ男女いきいき事業所」
表彰企業にその実際をお伺いし、企業で働く魅力
について学びます。市民公開講座で、どなたでも
ご視聴いただけます。男女共同参画推進室までお
申込ください。 
日時：10月 22 日（金）から動画配信予定 
テーマ：神戸市の企業で働く魅力を学ぶ 
講師： 
・伊福 照恵さん（伊福精密株式会社 総務部） 
・弘原海 信さん（株式会社日本ビジネスデータ

ープロセシングセンター 人事部） 
・西田 雅啓さん（神戸市男女共同参画センター 副所長） 

男女共同参画キャッチフレーズ最優秀賞・優秀賞
が決定し、表彰式が開催されました 
 8 月 2 日に表彰式を開催し、学長から「応募 700
作品の中から選ばれた。今回の受賞をきっかけ
に、さらに広い視野で周囲の人と男女共同参画の
在り方について話し合ってみてほしい。」と祝福
の言葉がのべられました。受賞作品は、男女共同
参画の広報・啓発活動に使用されます。 
最優秀賞 
・「多様性が“us”を創り出す」 
櫻井 隆史さん 

（経営学部 4 年次生） 
優秀賞 
・「あなたもわたしも主人公、 

みんなが輝く社会を創ろう」 
 百武 彩花さん（現代社会学部 3 年次生） 
・「違いを認める、力を合わせる、踏み出そう、 

男女共同参画から始まる新しい 1 歩を」 
 島内 将友さん（KPC 学生支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ事務職員） 

 

 


